
44

皿　植　生　概　観

1．　仙石原湿原植物の研究史

　仙石原は箱根カルデラ内最北部に発達した部落である。古くは千石原と呼んでいたが江戸中期

より仙石原となったらしく，万治2年（！659）以降の文書には千石原と書いたものはない。ここ

は小田原一底倉（今の宮ノ下）一斗石原を経て御殿場へ通ずる古道の沿道で，昔から農・林業を

営む程度で大した産業はなかった。しかしイタリー池一帯で神代杉の埋木を発見するや各所でこ

れを掘り箱根細工の材料として導けていたこともあった。最近，伯石原の一隅の公共下：水道終末

処理場工事現場で多量の埋木が見つかったのもこれらの残材である。

　江戸時代，野呂元丈（1693～1761）は仙石激騰子に閑浴し一篇の詩を残している。彼は「阿蘭陀

本草和解」，「本草紀文」などの本草学書を書き，幕府の薬革御用であったが動物学にも足跡を残し

た人である。しかし閑浴している閥の書石に銘まれた詩以外箱根の植物に関するものは何もない。

　明治に入って廃藩に伴いここに置かれてあった裏関所も廃止され，温泉場も開設されるように

なった（明治24年；1892）。　さらに明治13年より養った三井・渋沢・益田らの財閥による開発は

「耕牧舎」牧場を経営し広さ750haにも及んだ。しかし立地条件，気象条件等からみて明治38年

に廃止している。大正4年，富士屋ホテルのゴルフ場が仙石原に瀾設され，さらに耕牧舎の後継

である箱根地所株式会社は温泉郷を分譲し（昭和3年）別荘建設ブームに入って行った。このよ

うに箱根の開発は湯本，宮ノ下，強羅と開発の波は箱根の山におし寄せ，ついには平担で瀾発し

やすい仙石原の大半が人工的な景観に変貌したのである。明治45年，陸軍の富士演習場への軍用

道路として長尾トンネルを経て国道24号線が開設されて以来，交通に便利と温泉引湯も加え昭和

8年には戸数300戸に達した。

　昭和9年1月22日，仙石原大原のほぼ中央部が「箱根仙石原湿原植物群落」として内務省より

天然記念物に指定された。植物考証の為保存の必要ありと認められたのである。元来このような

湿原は仙石原に広範囲に形成されていた。現在でもその名残りとして日の丸池，温湯池等には僅

かながら見られるが，イタリー池附近は水道用水工事のため湿地帯は整備され湿原は失われた。

現在残されている湿地帯もゴルフ場建設や観光施設の開発により面積を縮めつつあり，この現象

は天然記念物指定地周辺にも及んでおりその存続が危ぶまれる声も出てきはじめている。

　仙石原の植物学的な報告は天然記念物指定よりはじまっている。それは三好学（玉943）の「史

蹟名勝天然記念物調査報告」に指定i当時の状況が記されている。同行の植物生態の写真家の本庄

伯郎氏の後日談によると「三好先生は花が好きで仙石原に咲くノハナショウブを指定したく『ノ

ハナショウブ自生地』で申請しようとしていたがこの情報が地元の仙石原の人たちに知れたため，

ノハナショウブが見られなくなると需って殆んど盗まれてしまい，止むなくその名称を「箱根仙
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石原湿原植物群落」としたそうである。1942年県文化財保護委員の堀江層次氏は「箱根仙石原湿

原植物群落」として，紹介している。本文中「……南北爾側に平担なる湿原を有す。南にあるは

芦ノ湖口に接し面積1方粁を占め，湖尻より浸透する水によりて湿わされ，北にあるは台ケ岳の

北麓の涌水によりて湿ほされ面積約2方粁を占めて何れも湿原特有の植物を群生せり。……本指

定地は後者の一部を限りて天然記念物としてその保護を設定せるものなり」と述べている。この

南にある湿原とはイタリー池周辺のことで現在ではゴルフ場化している。なお本論文中の植物名

にワタスゲとあるがこれはサギスゲの誤りであろう。

　最近発刊された「沢田武太郎植物日記」によれば1933年（昭和8年）7月18日，ヨ好先生ら数

人が仙石原湿原調査をされ，県の調査員で仙石原村助役であった小林孔（はやし）氏はノハナシ

ョウブ保存を三好先生に進言したらしいことが書かれている。さらに久内清孝氏は沢田武太郎氏

追想記で「タカクマヒキオコシ，棚田ヘゴを発見して仙石原湿原が保存さるるに至った因を作っ

たのは氏の功である」と書いている（沢田秀三郎編1979）。

　天然記念物指定前の文献はないと考えていた筆者は沢田武太郎氏の植物日記を拝見してかなり

多数仙石原で植物採集されていることを知った。日記中に仙石原を訪れた回数は17日にのぼるが

仙石原は氏が手がけていた植物分類学的素材は氏の文献でも明らかに多かったように思われる。

氏は箱根底倉の旅館「つたや」の主人でありながらきわめて精力的に箱根植物の研究を行ってお

り，惜しくも昭和13年（！933）39才で墨堤された人である。仙石原に関係する文献は植物研究雑

誌に

　　サギスゲ，タニヘゴ　　（Vol．10，　No．！2　1934）

　　トウゴクヘラオモダカ　（VoL　11，　No，7　1935）

　　ヤマドリシダ　　　　　　（Vol．1！，　No．10　1935）

　　ケハンノキ　　　　　　　（Vol．12，　No．1　！936）

が掲載されており，仙石原湿原の価値を高からしむるに良き文献である。近年タヵクマヒキオコ

シはかなり増えっっあるが，ケハンノキの林は民有地となりその保存がさけばれている。

　仙石原の研究は戦後多くの人によってなされている。出口長男：箱根仙石原植物群落調査報告

書第一報（1952），瀬戸賢二：箱根峠石原の植物群落（1952），安池七郎：箱根仙石原湿原植物群

落の研究（！955，横浜国立大学卒論），旭丘高校生物部：箱根芦ノ湖の生物相の総合的研究一仙

石原野（1962），宮脇昭・大場達之・村瀬儒義：箱根・真鶴半島の植生調査報告書（1969）など

は主として生態学的に調査しさらに保護を訴えているものが多い。

　1968年神奈川県は仙石原大原一帯の湿原保護のために3年間にわたり天然記念物指定地周辺10

haの民有地を買収した。1973年，箱根町は仙台原大原の水田3haを買収し湿原見本園の造成を

計画，その基礎調査を松浦らに依頼し「箱根町立仙石原湿原見本園基礎調査報告書」を刊行し，

かなり詳しく仙石原の植物についてふれている。さらに神奈川県教育委員会は宮脇らに「神奈川

県の現存植生」の調査を依頼して県土の保全と植生の保護の資料とした。この中で宮脇・藤原ら
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は仙石原湿原の植物群落を以下の4群落に分けている（宮脇編1972）。　（）内は本報でまとめ

られた群落名を示す。

　a）　オニスゲー：ゴウソ群落（オニスゲ群落）

　b）マアザミーミズオトギリ群落（チゴサーアゼスゲ群集の一部）

　c）　カサスゲ群集

　d）　ミヤコアザミーコウヤワラビ群落（ヒメシダーチダケサシ群落）

　なお湿原の周辺にはハンノキ林が発達している。

　元来保護されなければならない天然記念物指定地周辺も徐々に開発の波が押しよせて来ており

ハコネダケ，ヨシ，帰化植物などが指定地内に侵：入し，合せて台ケ岳山麓より土砂が流入し（約

900m2）たため，箱根町教育委員会では神奈川県，文化庁，環境庁の援助を得て復元：計画を松浦

らに依頼し（松浦1976），流入土砂の般出と侵入植物の除去を行った。

　一方，湿原見本園の造成工事現場の数個所よりスギの埋木が発見され，これを機に発掘調査が

行われた。これは

　大木靖衛・袴田和夫：箱根仙台原湿原の神代杉発掘調査（地質）

　松浦正郎・大場達之：仙石原湿原において発掘された植物遺体について

　瀬戸賢二：箱根仙石原湿原見本園内における花粉分析

　綿貫知彦・堺好雄・福島博・宮田保：仙石原（箱根）湿原のケイ藻殻分析

　杉山博久：仙石原大原遺跡

　田代道弥：箱根仙石原湿原出土のイヌCanis　1種目頭骨について

として箱根町教育委員会より出版されている（1976）。

　1976年，神奈川県（自然保護課）が中心になり環境庁，箱根町の協力を得て天然記念物とその

周辺の保護のために立体的かつ広範囲の調査の必要性を感じ1976～77年の2製薬にわたり調査し

報告している。その分野は

　a）　植生部門　b）　土壌生物部門　c）　土壌関係部門　d）　地質関係部門　e）　水位・地形

関係部門　f）　ボーリング地質関係部門

で行われている。

　この中で松浦・大場・菅原は仙石原の植生の変化と特徴，その保護対策に触れて，仙石原の植

生（周辺も含めて）を次の3系列15個の群落にまとめている。組成表は省略されているためここ

では回報の群落と対比させない。

　A．カサスゲーハソノキ系列

　　（1）カサスゲーハンノキ群落

　　（2）カサスゲ群落

　　（3）コウヤワラビーヨシ群落

　　（4）サワシロギクーアゼスゲ群落
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　　（5＞コイヌノヒゲームラサキミミカキグサ群落

　　（6）　オニスゲーゴゥソ群落

　　（7）イヌビエーアメリ闇闇ンダングサ群落

　B．ケヤキ系列

　　（8＞　ケヤキ群落

　　（9）　ニシキウツギ群落

　　⑳　ミツバツチグリーススキ群落

　　㈲　ヒゲシバ群落

　C．ハコネダケ系列

　　姻　ヤマボウシーアカシデ群落

　　僻　ハコネダケ群落

　　㊥　ミツバツチグリーススキ群落

　　㈲　シバ群落

　土壌部門を担当した神奈川県農業総合研究所の藤原らは，土壌と植生について詳述している。

2．　仙石原の植物

　箱根仙石原湿原の植物をフロラ的に報告したものは松浦の指導で旭一丘高等学校生物部が行った

ものしかない（1962，にごぐさ3号No。27～43）。その結果はTab，！！に示される。

　　　　　　　　　　　　　Tab．11箱根杣石原湿原のフロラ数
　　　　　　　　　　　　　Anzahl　der　Flora　von　Sengokuhaτa

l∴∴∵ll墜ll［⊥嚇自1⊥粥護盈畷謝

　種子植物Samenpflanzen　　　　　　g6　　i　　290　　　　　　493
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
…瞬輔．嶺繭翫賑………． u．．≧．．一『… P…一ラ……『堰c…．．…怠……皿

壷轡A昌・噸…⊥喫．i・r黛1．．＿＿豊昌・
　単子葉植物　Monok◎tyledone　Pnanzen　　　13　　　　　　76　　　　　　　　　120

　双子葉植物　Dikotyledone　Pflanzen　　　　　79　　　　　207　　　　　　　　365
一一…一．．．．．

@　　　　　　　　　　　　　　　．．．．し　…一．　．．．．．．．．・一1一………・…一…．一．．．．．．一．．．．．．．一．．．．．．≡一一一．．・．．．．．．．．．．．．　　　一一一一

　磯産弁花類　 Khorlopetale　Pflanzen　　　　　　　53　　　　　　　　127　　　　　　　　　　　　224

　合弁花類Sympetale　Pflanzen　　　　26　　　　80　　　　　　141
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　1
　　　合　　　　計　　Summe　　　　　　　106　　　i　　321　　　　　　　　　549
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　これを調査した謁時よりすでに18年を経ており一時は存続が危ぶまれたこの湿原も保護策が構

じられて，徐々に復元の兆しが見られていることは：喜ばしい。その主な植物は今園の調査結果の

植物も加え次の通りである（調査範囲は台ケ丘から芦ノ湖周辺まで含んでいる）。
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PTERIDOPHYTA　羊歯植物

　　　SELAGINELLACEAE　イ「フヒバ科

1．＆Z曙f7z8Z♂σゴπηoん87z3　Spring　　　　カタヒノミ

2．3．7ρ6η～oゑぴbたαSpring　　　　　　　クラマゴケ

3．5」乱zηz〃廊。！7zαSpr玉ng　　　　　　 イワヒ／ミ

　　　　　EQUISETACEAE
1．Eg厩3θオz‘η」αプ麗η∫8　Linn・

トクサ科

スギナ

　　　BOTRYCHIACEAE　ハナワラビ科
1．5α桝が読z〃μノ4）o／zゼα〃πLyon　オオハナワラビ

2．＆妙7zα旗〃z　Lyon　　　　　フユノハナワラビ

　　　　OSMUNDACEAE　ゼンマイ科

しO5〃z襯磁ノ砂・卿αThunb・　　　ゼンマイ
2．05〃π〃2磁∫々一z4〃3‘∫ππαノπoノηα〃μPr．

　　　vaf．〆b葱8刀5θTagawa　　ヤマドリービソマイ

　　　　SC1｛IZA露ACEAE　フサシダ科

1．1≧ygo4∫z〃μノ砂。／z∫6♂‘η呂Sw・

　　　PTERI茎）ACEAE

L孟伽ノz卿ゆθ伽z4〃山nn・

2，Coア～∫08フu〃z〃δ8ノ砂。ノ置∫cαDiels

3．Dβπノz∫彦α6襯α励∫πオαMett．

4．　エ＝）．zσ∫＠ノ僧‘ZπChr三st

5．片α一が漉2‘ノπα9ε‘漉ノ’z‘〃露Kuhn

　　　　var．　Zα諏∫αぬ1πUnd．

6．1セθプ∫5θ’8〃。αLinn．

7．2〃耀あヴ74αPoir・

イノモトソウ科

カニクサ

クジャクシダ

イワガネソウ

　　イヌシダ

オウレンシダ

ワラビ

6．A麗面1ガNakai　　　　　　ヤマイヌワラビ

7。Aッ。た。∫cβ2z58　Chエist　　　　　ヘビノネゴザ

8．C・プ・・μ・が・漉α〃書・で漉∫一ぬ診αNakai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シケチシタ

9．Chα々。肥η∫露Nakai　　　　ハコネシケチシダ

10．（汐cZ・50燃αα‘ノノ伽α’τ‘∫Nakai

ll．　qyπo〃ぬ〃げbπz‘ノz6弓・Sm・

12．　1）ノ）701）紹1ゴ∫ゐ∫∬8廊α刀αC．Chr．

13．D．6肋～8η5ゴ∫Koidz，

14，D．θ一α∬カソ歳・ηzαNakai

15．　」〔）．｛η＝yオ1η一〇∫07u　O．　Ktze・

16．D．オ。為yoεノz∫∫5　C，　ChL

17．　D．　z〃zが0プη廊Makino

玉8．ムα∫か鞠θα8伽z424fg8／u　Moore

19．　Z，．ノ曜）oノ～fcαCopeL

20．ムZ砿αCopeL

21．L，〃～8らゲ）‘oノ躍f3　BQry

22．　五4）オ09／u〃〃〃α〃～oZだ5∫カ〃αChing

23．！肱蜘κcごα・1・珈z‘誠5Trev．

24．　0ηo‘♂θα∫（〃z∫’ゐゼ〃5Linn．

　　　　var．漉61γz‘μαMaxim．　　コゥヤワラビ

25．」％69砂オθノ‘∫∫ぬα〃岬5fτノ8μπηα如F6e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲジゲジシダ

26．∫b砂∫”61LZ〃ノψ04y∂Zψ1zαノ・z〃πpエ．　　　　イノデ

　　　　var．カπθ7・η～8♂々‘ηz　Kurataアイアスカイノデ

27．P7で〃り50ψαZ6αご8z〃ノ露Tagawa

　　　　vaL　O刀αωψαZ薦6α‘〃’Tagawa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツヤナシイノデ

28．P雄gα脚απ御πKu撚ta　　　　　イノデモドキ

29．R’7［ψ如’oπPr．　　　　　ジュウモソジシダ

　　　　ホシダ

　　　　　　　　　　リ
　　ヤフソアツ

ヤマイタチシダ

　ミサキカグマ

　　　　オシダ

　　　ベニシダ

　　　タニヘゴ

　オクマワラビ
　　　　　　　　　　　　　　ウ
　　ハシゴシタ

ハリガネワラビ

　　ヤワラシダ

　　　ヒメシダ

　　　ミゾシダ

　イヌガンソク

オオバノイノモトソウ　　　　　BLECHNACEAE　シシガシラ科

　　　　イノモトソウ　　1．5〃寵1z∫（ψ’87お2～40η’cαNakai　　シシガシラ

　　　　DAVALLIACEAE
1．Dαuα〃αノノzα7層’8∫だMo・罫e

シノブ科

　　　　　ASPIDIAC猛AE

1．．42・αぬz∫o礁5∫繊4齢だOhwi

2．A漉y7－2z〃πoo2z漉f　Tagawa

3．A．田田。∫4ψoη5　Makino

　　　　f．αα拡乞∬f〃π‘η3Kurata

4．　A．ノ妙。π∠α‘ノπCopeL

5．A吻碗α〃ηHanCe

オシダ科

シノブ

リョウメンシダ

ホソバシケシダ

　　サトメシダ

トガリバメシダ

　　　シケシダ

　　イヌワラビ

　　　　POLYPOD玉ACEAE　ウラボシ科
1．Cフ況ρ∫ガηz‘51zα∫オα凝5　Copel．　　ミツデウラボシ

2，Lo〃〃π妙妙Z盈η～ノπ∫cr（4疲yZ伽ノπ王）r．　マメヅタ

3．ゐゆ’∫oη‘50ηoo∫ChiH9　　　　ヒメノキシノブ

4．五漁Z〃めダ9∫απz‘5Ching　　　　ノキシノブ

5。ゐ。躍ogγα〃♂〃z63α漉ノ檜α2z　Tagawa　　　サジラソ

6．」％4y汐04’z胡’撫z〃廊ゴChrist　オシャグジデンダ

7。」『｝η一1－o∫fαZ加βα1－．びbZ∫αChing　　　ビμウドシダ



SPERMATOPHYrfA　種子植物

GYMNOSPERMAE　門門植物

　　　　　　τAXACEA露　イチイ科

1．　7bノγ（宅ソαπ～κ4乙ザαSieb．　et　Zucc． カヤ

　　　　　　　PINACEAE　マツ科

し孟翫8∫ノぎ7’〃zαSeb．　et　Zucc．　　　　　　モミ

2，ゐαノゴ¢んα6〃ψ海1ゾCarr．　　　カラマツ（植栽）

3．澱ノzπ∫ゐπ∫ぴ707πSieb．　et　Zucc．アカマツ（植栽）

4．」P蔽〃～み619露Parlat．　　　　　　クロマツ　（イ纏栽）

　　　　　TAXODIACEAE　スギ科
1．Clyμo〃昭1ゴαノ砂。／zどごαD．　Don　　スギ（植栽）

　　　　CUPRESSACEAE　ヒノキ科
1．　C1配z〃多αα翻｝α1層ご∫o∂’κ5αSieb．　et　Zucc．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒノキG復栽）

2．7ソL～サ砂∫∫540Zα6ノ’α彦αSleb．　et　Zucc．　アスナロ

ANGIOSPERM：AE　被子植物

M：ONOCOTYLEDONEAE　単子葉植物

　　　　TYPHACEAE　ガマ科
1．乃メ》1zα酬zgz4∫‘α’αBory　et　Chauberd　　ヒメガマ

　　　　SPARGANIACEA冠　ミクリ科
1．畠〉αノgαπ∫z‘〃♂5彦oZωz乖ノ弓μノμ｝｛amilt．　　　ミクリ

　POTAMOGE了ONACEAE
l。rb‘α脚9ε診。ησゴ砂μ∫Linn．

2．P漉∫如z碗‘5　A．　Benn．

3，　・Rんθオ6ノ”（4）捜y〃z‘∫Schreber

4．P刀エ照盈ゴαημ5　A．　Benn．

5．　R　ノ．zα’ごηz∫Linn．

6．Rπ吻。／z∫α65　Makino

ヒルムシロ科

　　　　　エビモ

　　　ヒノレムシロ

エゾノヒルムシロ

　　　センニンモ

　　オヒルムシロ

　　　ササエビモ

　　　　ALISMATACEAE　オモダカ科
1．溜∫∫ノπαぐαノ～α砒認α彦’〃1z　A．　Bfaun　et　Bouch6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘラオモダカ

　　　var．1～α’・’〃～8〃∫6　Makinoホソバヘラオモダカ

2．＆zg漉α7趨∠卿9加α5腕Makino
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アギナシ

　　　　　　　GRAMINEAE　イネ科
1．孟91帽吻ηηノηuご8〃診．塗η‘〃3Kloidz．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオカモジグサ

　　　　vaLブ砂。加α槻Sugim．　　タチカモジグサ

2．A涛のπψOhwi　　　　　　　　　カモジグサ

3，五91用。厩5α乃αLirln．　　　コヌカグサ（帰化）

4．〆Lπψρ01～θ1z5f∫Ho漁da　　　　ヒメコヌカグサ

5．　AZρρ8α〃’z‘5α8σご‘ζz窃5　So1〕ol，

　　　　var．α〃μ〃でπ∫ガ50hwi　スズメノテッポウ

6．．47一’1～ノ・σ露。〃加功ゴ読65Mak三no　　　　コブナグサ

7．A／w～4ガ7～8ZZ∫α励‘’αC．　Tanaka　　　トダシバ

8．Bo伽’・c1LZ・妙α加耀。ノ’αOhwi

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメアブラススキ

9．13プ0〃沼5♪ατκゲZO1’螂Hack　　　　　キツネガヤ

10．CαZα〃zo乞g1¶05彦∫∫αプμπ漉ηα68αRoth

　　　　var．うノーα漉）¢アー’cんαHack．　　　ノガリヤス

11、C確）忽♂05　Roth　　　　　　　　　　ヤマアワ

12．　C．んαた。π6／z認5Fr．　et　Sav．　　　　　ヒメノガリヤス

13．αyπ04∂πぬ。砂♂o’zPers　　　　　ギョウギシバ

14．Dα¢yZおgZo〃zθrα如し玉nn．　　カモガヤ（帰化）

15．　∠万α7γんθ協ブ妙。／zガ。αFranch．　et　Savat．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タツノヒゲ

16．D’9～孟α’曾ごαα4∫c8π6あアz∫HenL

17。D．だ〃30ノー8π∫ど∫Balansa

18．D．海oZα3087z5　Link

19．　1）”π8r∫αo’フz∫zゾL（ψo磁Trin．

　　　　var．診8π（〃一αHack．

20．E6α滋ψ郡∫60旗♂⑳ノ闇A．　Calnus

21．飛5彦μoαノ）αノーη∫8’♂z‘〃zζzSteud．

22．Gらノα71層ゼαゴ∫o妙2’oπθz〃曹αSteud．

23．撫ん。／z8ご”oα〃z⑳噂αMakino

24．醜〃zα7』〃〃ゼα5のカ’∫oαOhwi

25，研θ7’ocんZoθ04∂ノ闇α診αP．　Beanv．

　　　　var．餌ゐε568／z∫Krylov

26．乃フ膨フー伽くψ励’∫6βBeauv．

　　メヒシノミ

　　　　　　ぞ　コメヒシハ

アキメヒシバ

　カリマタガヤ

　アプラススキ

　　トボシガラ

ドジョウツナギ

　　ウラバグサ

ウシノシツペイ

　　　　var，ん08π∫g∫ゼDurand　et　Schinz

27．　ムα（＝んノz8　g’♂oう。∫αO．1くuntze

28．　ハ4∫（ッη5オ8g廊己η呂．ノ砂。η∫oμノπ1くoidz．

29．ハ4，η∫η珈θ襯3A．　Camus

　　　　var．ρoら・∫孟αc伽〃πOhwi

30．ハ石5cαη飴z4∫5αc6乃α7’卯07忽∫Benth．

3！．ハ4。3∠ノ～o〃∫ガ5Anderss．

コウボウ

　チガヤ

チゴザサ

ササガヤ

．アシボソ

　　オギ

　ススキ



50

32．（塑”5ノ〃8π♂’5～‘π4z‘♂α‘⑳Z

　　　　　　　et　Schultes　var．ブ妙

33，

34．

35．

36．

37．

38，

39，

40．

4！．

42．

43．

44．

45．

46．

47．

1．

2．

3．

4。

5，

6．

7．

8．

9。

10。

11．

12．

13．

14．

15，

！6．

17．

玉8．

19．

∫z’∫Roemer

oπ∫α‘∫Honda

　　　　　　　　コチヂ

汽z確）αZ～〃23オ1z～〃～み81g’∫Kunth

拓．α♂ζzr∫∫αノーμ1z4〃～ααノαLinn．

勘ノ帽㎎〃z㍍θ5αz硲〃【zZゼ∫Trin．

2究ノ砂。／zゴごαSteud．

∫7θεo∂Zζτ5彦z45　C／zかzo　Makino

　　　var．τ㎎’〃～α君μ∫Muroi

P．∫～1泥0～こだ塾｛aka1

R）αα｛γoZακαSteud．

1署α1zπz‘αLinn．

＆【cご∫・妙ガ5∫ノ譲‘αChase

　　　var．・ノ：yπ8’o／w’Ohwi

5部αプ忽gZα～καBeauv．

3．てノカぜ（ゴ∫5BeaUV．

5♪0漉のり090π5乃’プ紀～‘5Trin．

勘01帽0うoZZ‘∫ブ砂0π∫ごμ∫M’

Zb），∫ガαノ砂。π～‘αSteud．

Z’8ノ．～～‘．ケb磁Willd．　　コウライシバ

　　　　　　　　　　　　　ミザサ

　　　　　　　スズメノヒエ

　　　　　　　　　　　クサヨシ

　　　　　　　　　　　　　　ヨシ

　　　　　　　　　　　ツルヨシ

　　　　　　　ァズマネザサ

　　　　　　　　　ハコ不ダケ

　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　メタケ

　　　　ミゾイチゴツナギ

　　　　スズメノカタビラ

　　　　　　　　　ハイヌメリ

　　　　　　　　　ヌメリグサ

　　　　　　　キンエノコロ

　　　　　　　エノコPグサ

　　　　　　　　　　　　　　　オオアフラススキ

axlm．　　　　ヒゲシバ

　　　　　　　　　　　　　　シバ

　　　　　　　　　　“（植栽）

　　　CYP露RACEAE
Cαノ℃」じ。確）だZαご8αBoott

C．α‘7・τノ乞coZ々3　Frallch．　et　Savat．

C．4ごご々ゴπ5距Franch。　et　Savat．

C．4∫〃zo厚）ゐoZ砂∫5　Steud．

C．4’砂αZα‘αBoott

C．刀3αエf〃～oτσ∫c堵∫～Miq．

Cオ8ノ．zz解。ノーαWahlenb．

Cα1・鶴5αご1zαZか昭ノ～∫∫5　Fr．　Schm．

qソゴ）6ザκ∫♂伽η〃ゼ∫Linn．

カヤツリゲサ科

　ハリガネスゲ

　　　ナルコスゲ

　　　　　オニスゲ

アゼナルコスゲ

　　　　　カサスゲ

　　　　　　　ゴウソ

　イツポソスゲ

　　ゴンゲンスゲ

　　タマガヤツリ

EZ8001zα1ゴ∫αc♂α4αノー∫5　Roem。　et　Schult．

　　　var。　Zo／z45⑳αSvenson　　　　　マツバイ

E．coπ8郡’αD．　Don　　　　　　　　　　　ハリイ

　　　var．5麗δη加∫／）αプαT．　Kloyama　　ヤリハリイ

E．z麗‘h罵m8　B6cklr．　　　　　　　シカクイ

Eノ』f砂んα闇〃μgノ』α0漉Koch　サギスゲ（絶滅）

澱η1う1富む♂f55励∂∫ゆゴ。α如Nees　et　Meyenヤマイ

Rんツη疏。ψ・1僧αルブ伽zαMakino

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コイヌノハナヒゲ

50∫7伽∫ヵ．‘カ・6πo∫48∫Maxim．コマツカサススキ

5．ノz〃zc厩漉∫ROxb．　　　　　　　　ホタルイ

3，Z加60Zα頗∫Franch．　et　Savat．　ヒメホタルイ

5．忽66〃～αε〃’o厩‘〃zガGmel　　　　　　　　フトイ

20．

21．

22，

1．

2．

3．彦ノ層∫απ9～4α’κ5Roxb．

5cZ81¶∫α♪α1帽uz‘ZαSteud．

5．エe’ご1LZ〃一αθ　Bdcklr．

　　　カンガレイ

コシンジュガヤ

　　　アイバソウ

　　　ERIOCAULACEAE　ホシクサ科
Eノー’・ζ・α～4Z・π面β〃卯07’z〃πMaxlm，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イトイヌノヒゲ

E．∫漉0飯〃ZZ〃μMaxim．　　　　シρイヌノヒゲ

　　　　　COMMELINACEAE　ツユクサ科

！。Aη8’♂β〃雄ん8∫∫盈Hassk．　　　　　イボクサ

2．Co〃〃濯♂∫πα60〃3ノノ3〃z∫3　Lin鷺．　　　ツユクサ

　　　　PONTEDERIACEAE　ミズアオイ科
！．ム46πoご1Lα’∫α耽zg〃～αZガ5　Presl

　　　　　　var．ρZα麗αg∫π6αSolms．Laub．　　コナギ

　　　　　　　　　JUNCACEAE　イゲ・リー科

1．Jl〃κ～孤∫（託ん5z6∫Linn・

　　　　　　var．4θ‘4）f8π5　Buchen．イ

2，ZZ85cん8παμZ漉Gay　　　コウガイゼキショウ

3，Z5磁。加‘o～z5∫5　Buchen。

　　　　　　var．聯‘50∫漉5　Buchen．　　　　　ホソイ

！．

2．

3．

4．

5。

6。

7．

8．

9．

10．

11．

12．

13．

14。

15，

　　　　　　　　LILIACEAE

五躍μ〃’9ノー¢y∫Regel

メ1．飾z〃zう81＝9’だG．Don

CO1測α♂Zα1層fαゐ♂∫ん8∫Miq．

ユリ科

　　　　　　　　　　　　ノビル

　　　　　ヤマラッキョウ

　　　スズラン（絶滅）

仙石原にいっ嵐後絶滅

D’ψoプ～〃μ∫05∫漉Don

Z）。∫〃3∬α‘魏％ノμA．Gray

Hb5彦α‘泌・〃溜9伽オαOhwi

H。〃30ノ加παF．Maekawa

L耀z〃πακ1一α頗〃zLind1．

ゐ．ご01一磁彦z4〃♂Kloidz．

L。Zθ1じん彦Zゼノ．z琵Hook．　fil．

　　　var。海9ノーどノz郡〃L　Nichols。

五〃砂εη加07’Maklno

ゐ．μαちψ妙翫Wang　et　Tang

のんゆogo1り妙。π’α’∫Kler・G

ホウチャクソウ

　　　　　チゴユリ

　　コバギボウシ

オオバギボウシ

　　　　　ヤマユリ

　　　　　ウバユリ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aw1，

rbむ9ωz鷹z‘〃zプ配。α’z‘〃z　A．　Gray

3〃zぬ∬ノψα7’∫αA．DC．

　　　var．　z‘∬z〃鞠∫6π∫∫∫Hara　et　T．　Koyama

　コオニユリ

　　　　　　　ヒメヤフラン

　　　　　　　　　　ヤフラン

　ジャノヒゲ

　ナルココ・リ

シオデ



　　　　f．5彦8’z砂んツZ♂αT．Koyama　　ホソバシオデ

16．7》・ご（汐7’‘∫51～カ≠αHook．　　　　　ホトトギス

17．71〃鷹1’（ψ04αMiq．　　　　　ヤマホトトギス

18．V診1ρα’η〃μノ｝診ααcんfゴRegel

　　　　var．ρ02へひ卯α僧τ〃πHara　et　Mizushima

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アオヤギソウ

　　　　var．ブ⑫oπ∫α‘〃3　T．　Shimizu　　　シュロソウ

　　　DIOSCOREACEAE　ヤマノイモ科
し1万05ωノ噌雌ブ曜）0π∫04　Thunb．　　　ヤマノイモ

2，1）．’罐07’oMakino　　　　　　　　オニドコロ

　　　　　　IRmACEAE　アヤメ科
1．乃’158ノ～5α彦αThunb．

　　　　var．宴＞0撹αη8αNakai　　　ノハナショウブ

　　　　　　ORC｝III）AC臨AE　ラン科

1．α助αZαアz漉87・αθ1r8‘彦αBlume　　　　　ギンラン

2．琢》ψα‘が∫漁μ1治81「9∫∫A．Gray　　　　カキラン

3．GαZ80Zα∫4）忽ノz彦1ゴ。／1αZ∫∫Reichb，　fiL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツチアケビ

4，Gα5〃。漉α♂α彦αBlume　　　　オニノヤガラ

5．」磁ψ8ノ溜漁549漉が≧2層σRe三chb．　f圭L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミズトンボ

6，翫7加π加1呂Zo’zg廊14～〃でWang　et　Tang

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムカゴソウ

7，Lψαノ”∫〃z盈加。απαSchltr．　　　スズムシソウ

8．　πα’αη彦ん8ブαプ70r8／3‘海Franch．　et　Savat．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジンバイソウ

g．PんoZog♂o臨5　Maxim．　　　　　　ミズチドリ

10．R搬力zo1・Reichb．　fi1．　　　オオバノトンボソウ

11，R）8wz∫αブ妙。η沈αReichb．　fiL　　　　　トキソウ

12，勘∫7’αη痂855fη8／z∫∫5　Ames　　　　　　ネジバナ

13．乃8戯～飲yJ如μ砂1妙JJz〃ノz　Makino　　クモラン

14．賜♂o眺μ∬御痒6π5∫∫Hara　　　　　　トンボソウ

15，｝7・磁αα〃z卿θπ∫ガ5Nakai　et　F．　Maekawa

　　　　　　　　　　　　　　　キバナノショウキラン

DICOTYLEDOREAE　双子葉植物

CHORIPE7ALAE　離弁花類

SAURURACEAE　ドクダミ科

1．Hb麗奴y／2如‘oノ鞠如如Thunb．
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ドクダミ

　　　CHLORAN雪HACEAE　センリョウ科
／．C配。ノ’αノ溢τ‘∫5ε7γα薦5　Roem．　et　Schult。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フタリシズカ

　　　　　　SALICACEAE

1．品Z訟9ゴ忽～αノ～αSeemen

2．5∫ノ惚g’1帽αThunb，

ヤナギ科

　　　　　カワヤナギ

　　　イヌコリヤナギ

　　　　BEτUI．ACEAE

l，AZπκ5／5ノフ〃αSieb．　et　Zucc，

2．A．ん乞ノー∫漉αTurcz．

　　　　var．∫必カゼ。αC．　K．　Schn．

3．Aブ‘ψoπ加Steud．

　　　　var。ん。ノー8απαCa11，

4．　Bθ診πZα孟απ∫ぐみ鉱Koidz．

5．Cα7プ）∫ππ∫ブ砂。πfぐαBlu組e

6．（Uα耀・ノηBlume

7。C．彦50ん。π05履Maxlm．

カバノキ科

　　　ヤシャブシ

　ケヤマハンノキ

　　ヤマハンノキ

　　　　ハンノキ

　　　ケハンノキ

シラカンバ（栽）

　　　　クマシア

　　　　　　　　にウ　　　　アカシア

　　　　イヌシデ

　　　　　　　FAGACEAE　ブナ科
1．　ω5∫αノ～8π6プ8η忍’βS量eb．　et　Zuじ。．

2．　Cα∫診α1z（4）5ε∫α‘宴〉∫4とz診αSchottky

　　　　　var，∫∫θわoZ4πNakai

3．丑zgz紹αでノzα’αBlume

4．Qκ8α‘∫ζzα拡αThu且b．

5．　Q。αα‘彦f∫∫∫11zαCarr．

6。Q．〃z伽go♂fcαFischeτ

　　　　var．　g1’o∬85αγα‘αRehd．　et　Wils．

7．Q．∫α砒’παBlume

8。Q．5θ1γα’αThUHb．

　　　　　　　U正簾ACEAE　ニレ科

1。　α諺ゴ∫∫ゴηβπ5乞∫Pers．

　　　　vaLブ曜》oπ廊αNakai

2．　ゐZん。ηα56ノγαオαMakino

　　　　　　　MORACEAE　クワ科
1．　B1－oκ∬oηθ廊αんα廓ηo葱Siebold

2．　1し4∂1僧麗∫う。ノπろ＝yo∫∫Koidz．

クリ

スダジイ

　　ブナ

アカガシ

　クヌギ

ミズナラ

ウラジロガシ

　　　コナラ

　　　　　URTICACEAE　イラクサ科
1．　Bo8ん〃～βノゴαZoπ9’理り詫α彦αSteud．

エ／キ

ケヤキ

　コウゾ

ヤマグワ

　　ゆやフマオ
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2．B．軸比躍αThunb．　　　　　　　　　　コアカソ

　　　　var．72zfc7弓（ψ陵y♂♂αNakai　　コバノコアカソ

3．B．彦2一1α‘砂∫∫Makino　　　　　　　　　アカソ

4．EZα孟05彦θ〃臨z4〃zう8♂♂磁〃～z　Blume

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメウワノミミソウ

　　　　var．〃綴1’醐Maxiln．　　　　ウワバミソウ

5，ゐ妙。吻αろ～6♂6旋ノuWeddell　ムカゴイラクサ

6．U痒∫c碗ん～〃め劇g∫α1zαSleb．　et　Zucc．　イラクサ

　ARISTOLOCH王ACEAE　ウマノスズクサ科
1，　メL7』∫5オoZo6みたτ漉う∫々∫Sieb．　et　Zucc．

2．A為αε〃．顧副Wi／ld．

　　　ウマノスズクサ

オオバウマノスズクサ

1．

　　　　f。ωノノψ媚αNemoto

2．2凶賊6Meisn．

3．P戸妙bηノz8　Thunb．

4．R7砂α♂8π58　MeiSH．

5。P／z吻。η8π∫θMakin・

6。Rμゐθ560π5　Blume

7．」R∫θηだoo∫z〃ノ3　Franch．　et　Savat．

var．απg臨αCasp． ヒツジグサ

　　　EUI》TELEACEAE　フサザクラ科
1，Ez4》’θZ6αρ04yαπ診αSieb．　et　Zucc．　フサザクラ

　　　RANUNCULACEAE　キンポウゲ科
！．　ノ1coηあz〃πブ砂。η∫｛7κ〃z　Thunb．

　　　　var」ノzo漉αηz〃πNakai　　ヤマi・リカブi・

2，　孟くμμθ9∫αδ麗α9878ガζτπαSieb，　et　Zucc．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマオダマキ

3．α〃z∫6碗9α5∫〃ψ鷹Wormsk

　　　　　　　　　　　　　　　　　サラシナショウマ

4。Rzεα磁ゴくψoπご。αMiyabe　et　Takeda

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマシャクヤク

　　　POLYGONACEAE　タデ科　　　　　　　5．」％Z5α≠〃αα！1ημαSpreng．

R）砂90η2♂”’α‘ゆ∫ぬ’z”πSieb・et　Zucc・イタドリ　　6．　Rαノz’‘π6μZ♂‘∫cα漉。π∫βπ5なDC．

　フジイタドリ

ミヤマタニソバ

　　　ミスヒキ

　　　タニソバ

　　ヤノネグサ

　ボソ1・クタデ

　　　　　　　　　　　　　　　　ママコノシリヌグイ

8．・R∫∫860Z幽Meisn．　　　アキノウナギツカミ

　　　　var．αθ5翻ηz〃πOhwi　　　　ウナギツカミ

g．pl疏z6πろθノ＝g∫∫Sieb．　et　Zucc．　　　　　ミゾソバ

10，Rz〃ノ昭即αc認。∫αLinn．　　　　　　　　スイバ

1L　R・α鷹・∫認αLinn・　　ヒメスイバ（帰化）

12．R．　coπgZ・〃昭ノ噂α彦～45　Murr．

　　　　　　　　　　　　　　アレチギシギシ（帰化）

13．R・o層砂～45　Linn．　　ナガバギシギシ（帰化）

14．R．ブ＠oπガα‘5　Houtt．　　　　　　　　　ギシギシ

15．R・o∂彦z‘5．ヴbZ痂5　Linn・　エゾノギシギシ（帰化）

7．R．ノ砂。〃’α‘5　Thunb．

8．R．‘θ〃zα如∫Thunb．

9．　7ヲaα〃ご‘ノ・～4〃冥々βη～8アZ∫♂Fτies

　　　　var．1りψoZ6♂κ～耀K：itag，

　　　LARDIZABALAC旦AE
1。〆1た8阪αρ8π’砂1耽yZZαMakino

2，ノ1．9♂‘f／zα孟αDecaisne

3．　〆4．々カわ々α孟αKbidz．

オキナグサ

ケキツネノボタソ

　ウマノアシガタ

　　　ヒキノカサ

アキカラマツ

アケビ科

　　ゴヨウアケビ

　　　　　アケビ

　　ミツバアケビ

　　　　　BERBERIDACEAE　メギ科
1．βθrδ8’お診1L～‘πゐθrg∫乞DC．

2．助力〃8伽〃」97uπ4ゲZ備〃呂Morr．

　　　　var．ぬ〃めθ1召’∫σπμノノ凄Nakai

　　　　MAGNOHACEA露
1．ム面9／zo距α惹。伽5　DC．

メギ

イカリソウ

モクレン科

コブシ

　　　CARYOPHYLLACEAE　ナデシコ科
1．Dごαη彦加∫∫zψ8ノ加∫Linn．

　　　　var．　Zoπg’‘め伽‘5　Wilhams

　　　　　　　　　　　　　　　　　　カワラナデシコ

2。義yc1〃zf5規29κ8たα2zαRohrb．　フシグロセソノウ

　　　　NYMPHAEACEA猛　スイレン科
1。B1・α∫齪！α∫o乃1・86♂1闇εJ．　F．　Gmel．　　ジュンサイ

2．〈砂〃4）加βα観1『曙。／zαGeorgi

　　　　　LAURACEAE　クスノキ科
1。L∫π【諭・α躍ノ狛8〃碗αThunb．　　　　　　クロモジ

2。ルプαδθπ寒。∫πρ観8co∬Nakai　　アプラチャン

　　　　　PAPAVERACKAE　ヶシ科
1．Co’ツ磁Zガ∫∫πご’∫αPe「s・　　　　ムラサキケマン

2．　Clzα8’℃oα厚》αSieb．　et　Zucc．

　　　　var．ノ砂。π詫αOhwi　　　　　　　　キケマン

3．．M詑‘Zα塾，αoo1ゼα如R．　Br．　　　　　タケニグサ
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2．

3．

1，

　　　　CRUCIFERAE　アブラナ科

C㍑プぬ〃爵zθ漉ノ2が1）8’αZαMatsum．

C・！た必～ω∫αHara　　　　　　　タネツケバナ

諏・∫’μノガ～〃ノz（ガ㍑1zαZθR．　Br．

　　　　　　　　　　　　　　　オラソダガラシ（帰化）

　　互）ROSERACEAE　モウセンゴケ科

∠）1噂。紹1‘αノ）6諺α診αSmith

　　　var．η吻。π磁Ohwi

2ゴλ1’・如z雌b々αLinn．

1．

2．

3，

4．

5．

6。

7。

8，

9．

！0．

1！．

玉2．

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

イシモチソウ（絶滅）

　　　　　モウセンゴケ

　　SAXIFRAGACEAE　ユキノシタ科

∫15駆通1漉6πψ1幌ZαKnoll　　　　チダケサシ

ん鴨脚妙9∫∫Miq．　　　　　　アカショウマ

Dβμ彦堵∫αご’一8〃α診αSieb．　et　Zucc．　　　　　ウツギ

遅y訪’αノ～96α勧一‘αSleb．　et　Zucc，　　コアジサイ

瓦∫πてノoZz401閣α如Siebold　　　　　タマアジサイ

H．η雄。π4＞極yμαSe■．

　　　var．αoμ〃3〃～α‘αMakino　　ヤマアジサイ

　　　var。απgz‘∫如如Makino　　　ホソバコガク

H．ρσ癖。～〃α’αSiebold　　　　　ノリウツギ

翫プ7zα∬∫αプb♂∫o∫αHook，　fil．　et　Thoms．

　　　var．耀‘〃3〃雄Z‘z，一忽T．　Ito　　　シラヒゲソウ

君ρα面∫‘1廊Linn．　　　　　　　ウメバチソウ

＆鷹砂囎’α∫bプ勲ε∫Hook．　f玉1．

　　　var．加。’50Zoゐα’αNakai　　ダイモンジソウ

5。5‘oZoπ⑫1一αCurtis　　　　　　　ユキノシタ

＆コん詑（4）んノ’α9〃zごτ妙4’一αノ～8召。ガ漉∫Sieb．　et　Zucc．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イワガラミ

　　　　　　　ROSACEAE　バラ科

滋gノーご〃zo麗αブ確）oπf6αKoidz，　　キンミズヒキ

．Aノー♂‘πα6∫漉0∫α’∫Fern．

　　　var．彦81耀・鈎伽‘5　Hara　　ヤマブキショウマ

C加召πo〃’8Zθ∫ブ＠oπ∫‘αLindL　　　　クサボケ

D鷹んθ5η即画ッ5απ君肋Miq．　　　ヘビイチゴ

G6～〃πブ妙。η∫膨規Thunb．　　　　ダイコンソウ

M詑Zz6∬ごθ60Z4だRehder　　　　　　　ズミ

Pb記πがμα（ンニy翌週0彦ζZ召ノ琵‘z召Maxim．

　　　varゴノZ∫’‘♂ω’おKitag．　　　　　ミツモ1・ソウ

8．P／1¶の厩ω～αBornm．

9．Pσκプ孟1廊8αッ〃05αDecne．

　　　　　var．♂αθ刀！∫Stapf

10，乃一Z〃π‘∫fπoガ5ατhunb．

　　　　　　f．50〃砂ZωzαMatsuura

　　　　　　var．　Z〃一乙でoZζZ孟αKoidz．

11．　1『ノα〃雄∫αん’〃噂αSiebold

12．Ro5α♂’κ瑠Franch．

　　　　　var．ノ2．ヴガ5α～Zθπ∫∫5　Makin・

13．　R．1zガプ孟κZαNakai

14．　R．刀多z‘諺耀。ノーαThunb．

！5．R～めμ5μ」εc66ノ・05κ5　Focke

16，R4》α♂ノ〃α彦‘‘5　Thunb，

　　　　　　vaf．　ご砂‘砂1り’ZZ面5　Koi

17．

18．

19．

20。

2！．

22，

！．

2．

3．

4．

5．

6，

7．
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ミツバツチグリ

　　　　　　　カマツカ

　　　　　　マメザクラ

　ヤエノマメザクラ

オオバナマメザクラ

　　　　　　ヤマザクラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　dz．

R．！＞αザ宏ウ‘～）Z々‘∫Linn．

R．ρ6面z8ZZz‘5　Maxim．

3απ9μ∫501’δαqか『比ガηαだ∫Lhln・

5μプα8αブ妙。η’ごαLinn．　fi1．

＆ψαノzαπ伽か～c∫∫αZabe1

5．オαηαんα8Franch．　et　Savat．

　　　フジイバラ

サンショウバラ

　　　　ノイバラ

　　　バライチゴ

　　モミジイチゴ

　ナワシロイチゴ

コバノブユイチゴ

　　　　ワレモコウ

　　　　　シモツケ

　　　コゴメウツギ

　　　　カナウツギ．

　　　　　LEGUMINOSAE
∠Lθ5（71～ツπo〃～oノ～8∫～置4∫6αLinn・

A〃ψ痂6αψα6αオ1ゼ宴）θノ’〃露αBaker

ノ％癬αμめ1ゼ∬ど1z　Durazz・

Cα∬∫αノzoノ〃α〃’61｛onda

Dθ∫〃zo4々‘〃30：τ勃ρ1リノ♂♂z〃ノ’DC．

G砂。’ノz8∫（り噛αSieb．　et　Zucc・

乃z漉9励1躍αρ∫6

マメ科

κ40孟ガノκωr∫αMatsum

8．　1（z4〃〃〃6’・o刀ガα∫オノーガα’αSchindler

　　　　クサ不ム

　　　　ヤブマメ

　　　　ネムノキ

カワラケツメイ

　ヌスビトハギ

　　　　ツノレマメ

　　　コマツナギ

　　　ヤハズソウ

9．五ゆ6漉之α厩oZoノ・Turcz．　f．α6麗ヴbZガα．MatsuIn・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマハギ

10．ゑ加θ屠8痒Miq。　　　　　　　　　　キハギ

11．ムμZo5αSieb．　et　Zucc．　　　　　　ネコハギ

12．　Lo孟z‘5601¶πf‘湿Zα孟z‘∫Linn．

　　　　　var．ノ砂。ノ．z如6∫Rege1　　　　　ミヤコグサ

13●　　　男』の♂fz‘ノ7」♪1．α‘θノz∫8　Linn．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ムラサキツメクサ（帰化）

14．T1ψ醜∫Linn．　　　シロツメクサ（帰化）

15。冊諾θr’αプア。痒6z〃～ご／αDC．　　　　　　　　　フジ

　　　　　GERANIACEAE　フウロソウ科
1．　G8”αノ～々‘〃z〃L’ρ～ゐθ1二9πSieb．　et　Zucc．
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ゲンノショウコ

　　　　　OXAHDACEAE　カタバミ科
1．0灘α傭9’・鐙ぎ〃認Edgew，　et　Hook　fil・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミヤマカタバミ

　　　　　　RUTACEAE　ミカン科
1．　Bo8ノ～ηガπ91Lα～‘∫8／Z’αノζψ0ノゴ6αNakai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マツカゼソウ

2，翫9αrα〃‘α～z‘c1Lε‘rごαz　Honda　イヌザンショウ

3．0ノ鳥㍑αブ妙。厩6αThunb．　　　　　　コクサギ

4．認〃〃廊ブ妙・π’cαThunb．　var．’吻フ〃・4どα

　　　　Komatsu　f．7’4）8’z∫Hara　　　　ツルシキミ

5。Z碗漉α鐙y♂’‘〃ψψβノ‘読〃πDC．　　サンショウ

　　　　POLYGALACEAE
1．　Pbらノ9αプαブご4》oη’αz　Houtt．

ヒメハギ科

ヒメハギ

　　　EUPHORBIAC弼AE　トウダイグサ科
し且ψ1z・’一伽α幽zo‘12Z・プαMorren　et　Decne．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノウルシ

2．　刀りP〃α㍑診ん麗5〃zα彦5z‘ηz～‘プα8　Hayata

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメミカソソウ

　　　　CORIARIACEA冠　ドクウツギ科

1．Cor∫α’9∫αノ妙。π∫oαA．　Gray　　　　ドクウツギ

　　　　ANACARDIACEAE
LR1乙z‘∫α〃め恕・z如しava116e

2g　　R．　ブαηαノz’‘α　Linn7

3．R．彦1・鹸。ごαψαMique1

4．R．η8〃z∫c卯z‘αStokes

　　　　AQUIFOHACE｝AE
1．πθ躍。”θπα如Thunb．

ウルシ科

　　　　ツタウルシ

　　　　　　　　へゆ　　　　　　ヌノレア

　　　　ヤマウルシ

　　　ウルシ（栽）

モチノキ科

イヌツゲ

　　　　CELAS【£RACEAE　ニシキギ科

Lα’・α∫’〃‘∫oアー玩oz4♂α甜∫Thunb．　ツルウメモドキ

2，Eμ0πツ〃耀5αZα認∫Siebold　　　　　ニシキギ

3．E．ノ∂1伽3θ田and－Mazz．　var．ノ¶α砒αノ．z3　Rehd．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツルマサキ

4．E．〃zθZαノzαノ～’1L～‘∫Franch．　et　Savat，　サワダツ

5，E。　o紛｛♪1姻Z♂z’∫Miquel　　　　　　　ツリバナ

6．E．5惣ゐoZ読ζz／z～‘∫Blume　　　　　　　　　　　マユミ

　　　STAPHYLEACEAE　ミツバウツギ科

1．斜脚1り鹿α加〃認廊DC．　　　　ミツバウツギ

　　　　　　ACERACEAE　カエデ科
1．　且ごθプ（ゴ∬ぴb〃μηzC，　Koch

2．　孟．（γαオα89加〃躍μSieb．　et　Zucc・

3．λ読αうoZ磁〃露BIUIne

4．　〆L．〃3∫c1一αη彦んκ〃3　Sie1）．　et　Zucc．

5，A4》α♂ηzα‘巴‘ηz　Thunb．

　　　　vaLα〃多。θπz‘〃診Ohwi

　　　　var．ノノ鷹5～‘ノ脚一駕Makino

ミツデカエデ

　　　　　　ヘリ　ウリカエア

　カジカネデ

コミ不カエア

イロハモミジ

　オオモミジ

　ヤマモミジ

　　BALSAMINACEAE　ツリフネソウ科
1．1）妙αオガθπ∫πoZπω2g・61一θLinn．　　　キツリフネ

2．五オ8説01齢πMique1　　　　　　　ツリフネソウ

　　　RHAMNACEAE　クロウメモドキ科
1．B8ノーぬ8〃～∫α7一α6θ〃zo5αSieb．　et　Zucc．クマヤナギ

2。Rんα〃〃～乏6∫ノ妙。ノ．～fcαMaxim・　　クロウメモドキ

　　　　　　　VHACEAEブドウ科
1．Aノノψ6勿・5∫∫伽ψθd～〃zα磁オαTrautv・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノブドウ

2．Cのη・磁’αブ彰》oπ∫cαGagn・　　　　　ヤブガラシ

3．V観5　co∫9／z8彦∫α8　Pu11iat　　　　　ヤマブドウ

4．肌ノゼ。ゲb伽Bunge　var・♂・伽αNakaiエビヅル

5．V4あエzω∫αThunb．　　　　　サソカクヅル

　　　　　　里ILIACEAE　シナノキ科

1．7享Zfαノ妙。πfcαSimonkai シナノキ

　　　　AC駆NIDIACEAE　マタタビ科

1．A厩ノz読αρo砂9α〃♂αMaxim。　　　　マタタビ

　　　　　　7HEACEAE　ツバキ科
！，　8‘8留αプ麗α〃zoπα惚砂んαSieb．　et　Zucc．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメシャラ

　　　　GUTTIFERAE　オトギリソウ科

1．正も》）81・∫α〃乃α∫¢y1・oπL1nn．　　　　　トモエソウ

2。H．61・8ご如ノπThunb．　　　　　オトギリソウ

3．7｝’∫α礁π～‘〃3ブ妙。η∫c‘4〃♂Makino　ミズナトギリ



55

　　　　ELA野NACEAE　ミゾハコベ科
1．　E1α彦〃z8’7ゴαπ6み¶αSchk．

　　　　var．ρ8読。8♂Zα‘αKrylov　　　ミゾハコベ

　　HALORAGACEAE　アリノトウゲサ科
1．翫Zo1τぼ’5ノ癬α『α漉1臨R，　Br．　アリノトウグサ

　　　　　　VIOLACEAE　スミレ科

1．Wo如ゐ∫∬θ漉Maxlm．ナガバノスミレサイシソ

2．V．6詑αノz8π5∫∫Makino　　　　エイザンスミレ

3．V．91つψo㏄1’α∫A．　Gray　　　　　タチツボスミレ

4。V．〃3α2z蹴z〃一磁W．　Beck．　　　　　スミレ

5．V．ッ6£08η5∫5　Maxim．　　　　　　ヒカゲスミレ

　　　　STACHYURACEAE　キブシ科
1．5彦α01姻z〃’z‘∫1）ノ’αθご。∬Sieb．　et　Zucc．　　　キブシ

　　THYM猛LAEACEAE　ジンチョウゲ科
1．Z）砂んπ6ρ5餌40〃昭彫1でどρμA．　Gray　オニシバリ

2．E49孜σoπん如。厩y5αη〃zαLindL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミツマタ（栽）

3．曙ん5’プ。θ〃加9〃ψ∫Maxim．　　　　コガソピ

　　　　　ARALIACEAE　ウコギ科
1．擁1・α♂’α60r♂α彦αThunb．　　　　　　　　　　　ウド

2．A6Zα如Seemann　　　　　　　　タラノキ

3．・a〃zαエゴ妙。π磁∫C．A．　Meyer　1・チバニソジン

　　　　　UMBELLIFERAE　セリ科
！．憾ノzgεZゼ6ααα‘渉躍0ゐαK：itagawa

　　　　　　　　　　　　　　　　トウキ（栽・絶滅）

2．蓋．漉α‘1・∫如αFranch．　et　Savat，　　　　　ノダケ

3．孟4）zめ85ご8〃∫Maxim．　　　　　　　　シシウド

4．技ψZ召♂〃・～‘〃」∫ω1πoノ～8徽卿Z∫z〃πWilld．

　　　　var．5診6πρρ1～ッ♂Zz〃πNakai　　ミシマサイコ

5．　Cノっ4》’o彦ごz8ノ～’αノ妙。／zどこαHassk．　　　　　　　　ミツノミ

6．08刀α麗加ブα汐α厩6ζ乙DC。　　　　　　　セリ

フ。7b1噂読∫ノ曜＞oノ～此αDC　　　　　　　ヤブジラミ

　　　　　ELA冠AGNACEAEゲミ科
1．E♂α6α9πZf∫〃’α彦5μ2～oαηαMakino　　ハコネグミ

2．E．〃耀Z’耀01用αThunb．　　　　　　ナツグミ

　　　　var・o鳥嬉｝αServ．　　　　ホソバナツグミ

　　　　　LY㌍HRACHAE　ミソハギ1科

しl砂孟ん・～〃παηαψ∫Makino　　　　　　ミソハギ

2．Ro如♂αカz4∫cαKloehne　　　　　　キカシグサ

3．　1ヒ．Z（ツ）彦（～1）θ彦α♂αKoehne

　　　　var．　Z漉。昭αKoehne　　　ミズキカシグサ

4．R．ノ～～o癖。απαCham．　et　Schltdl．　　ミズマツバ

　　　　　ORAGRACEAE　アカバナ科

1。αザ6α8コ口励zαLinn，　　　ミヤマタニタデ

2．C．βノ・zめθ∫cθπ∫Franch．　et　Savat．　　　　タニタデ

3．C。ηLoZZおSieb．　et　Zucc．　　　　　　　ミズタマソウ

4．．ゆ躍。ろ∫z‘η砿ツ1’’”cんoZ（～ρんκ〃呂

　　　　Franch．　et　Savat．　　　　　　　アカバナ

5．E．αψhαZo5彦f9ノηαHausskn．　　　イワアカバナ

6．Lκ漉腕8幽ぬ∫妙配α㏄αOhwi　　　ミズキソバイ

7．0θ1ωオゐ81u　8’ツ疏ノ‘o∫4）α♂αBorbas

　　　　　　　　　　　　オオマツヨイグサ（帰化）

8．0。5‘’一∫¢αLedeb，　　　マツヨイグサ（帰化）

g．0．玩β〃配5Linn．　アレチマッヨイグサ（帰化）

　　　　　　CORNAC£AE　ミズキ科

1．Co1閥πz‘3ゐ1躍αoん）ψα伽C．　A．　Meyer

2．　C．60π診プou8プ5αHemsley

3，C．た。召∫αBuerger

4．．磁Z割’π9ガαブ妙。／zf6αF．　G．玉）圭etr・

クマノミズキ

　　　ミズキ

　ヤマボウシ

　ハナイカダ

GAMOPETALAE　合弁花類

　　　　CLETHRACEAE　リョウブ科
1．　CZ8彦1L1・αゐαプう∫ηω・ηゴ5　Sieb．　et　Zucc． 　　　　　リョウフ

　　　　PYROLACEAE　イチヤクソウ科
玉。ルんノzoオノηρα5オブκノμgZo605μ〃’H．　Andr．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ギンリョウソウ

　　　　　　揺RICACEAE　ツツジ科
1．　Eノ～々ごαπ彦ん配51）8’マ4α彦z‘∫Schneid．

　　　　　　　　　　　　　　　ドウダンツツジ（栽）

2．五θz‘ω伽θ9プ礎yαノ．zαMaxim．

　　　　var・肥ノ～o∫αNakal　　ハコネハナヒリ／キ

3．」曜召r～∫ブ妙。πfcαD．　Don　　　　　　　　　アセビ

4．Rlzo40漉π‘〃01～んαθ〃嘘厚Planch．　ヤマツツジ
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5，R．型αぬ．ノ～μノπMak正no 】・ウゴクミツバツツジ　3．7y曜）1LO1’αα’『お顔Zoご1L∫o’盈∫Miq．

　　　　PRIMULACEAE　サクラソウ科
し麦γ5’〃薦6乃ぬみ御y諾α‘妙5Bunge　／ジトラノオ

2．ムcZ砿んプ。∫ゐ5　Duby　　　　　オカトラノオ

3．ゑ1bノ≠～〃zθ∫Maxim．　　　　　　ヌマi・ラノオ

4．L．τ～‘忽α7廊Linn．　var．‘～廊初〃ゾ。αR．　Kunth

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クサレタマ

　　　　SYMP正OCACEAE　ハイノキ科
1．3yηψ♂ooo∫c厚ノ～θノz∫ゴ5　Druce　var．　Zβ～κoごωψα

　　　　Ohwi　f．が’o∫αOhwi　　　　サワフタギ

2，5・6・’孤〃αOhwi　　　タンナサワフタギ

　　　　STYRACAC甥AE　：エゴノキ科
し　乃θ’η∫乏y’u露h∫勘リガげαSieb．　et　Zucc．

　　　　　　　　　　　　　　　　　オオバアサガラ
2．　趣y’u灘ノ妙。刀～6αSie1）．　et　Zucc．　　　　　エ＝ゴ・ノキ

　　　　　0正EACE．AE　モクセイ科
し　ゐ∫9κ5”闇μノμo碗μ∫卿Z々〃ノ’Sieb．　et　Zucc．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イボタノキ

　　　　正OGANIACEAE　フジウツギ科

1・B♂‘認昭αノ＠oノ～此αHemsL　　　　　フジウツギ

　　　　GENTIARACEAE　リンドウ科
1・G6漉αηα∫αめノ‘αBunge　var．加81；9ε1ぜMaxim．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジンドウ
2，3ωoノ悔αゐ～ノ〃αα‘Zα孟α薮ook．　et　Tho鵜s．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　アケボノソウ

3．8読Z～磁Benth．　et　Hook，　fi1．

　　　　var！05α6ノ～3おHara　　　　イヌセンブリ

4・＆ブ妙・〃磁M・kin・　　　　　センブリ
5．コ｝ψ如・o宴）θ’一〃π‘ノノリ妙。ノ～∠ごμ〃3Maxim．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツルリンドウ

　　APOCYNACEAE　キョウチクトウ科
しl乃u伽Z卿6〃〃・f〃zα∫～磁α〃πNakai

　　　var．∫π‘ε1一〃～8読κ〃」Nakai　　テイカカズラ

　　　ASCLEDIADACEAE　ガガイモ科
1，C，η～α〃61z♂‘〃ψαη～α‘♂α孟‘〃〃Kitag．　スズサイコ

2，M窃碑）Z8爵∫ノ碑）o〃！α‘Makino　　　　ガガイモ

4．Tノ～漁。θ〃5∫∫Matsum．

　　　CONVObVULAC露AE
1．Cα旗89どα1z雌ノuc8αWall．

2．σブψ傭・αChoisy

オオカモメヅル

　コカモメツ“ノレ

ヒルガオ科

　　　　コヒルガオ

　　　　　ヒルガオ

　　　　V起RBENACEAE　クマツヅラ科

1．CαZ〃‘‘η♪α読誼。’o／1薦K．　Koch　　コムラサキ

2．Cノ砂。厩。αThunb．　　　　　ムラサキシキブ

3．α81ηぬπ諭wノ犀漉1LO彦。〃3z‘〃’Thunb．　クサギ

　　　　　　　LABIATAE　シソ科

1．ω〃砂・‘伽ノ’91『αぴあ0．Kuntze

　　　　var3〃’漉∫6α♂‘ZθOhwi　　　ヤマ】・ウバナ

2．EZ読oZ舵’αご読‘z彦αHylander　ナギナタコウジュ

3．ゐα〃ぬ〃’1｝～．〃π’ZθMaxim．　　　　　ヤマジオウ

4．ヱくyc砂κ∫Zzκ認z‘∫Turcz．　vaLん∫1カ‘ぶRegeI

5．ゐ．〃～αα面απz若∫Makino

6．　エ，．プα〃’05∫∫∫∫〃エz‘∫Makino

　　　　vaLプ‘ψ0ノ～∫α‘3　Kitam．

’7．　」しzρzウ70”μ∫Michx．

8。M∂5♂α漉αノ励81・αMaxim．

9．M。ノ‘ψ傭‘ノαMaxim．

10，飾。々襯疏μ5姫‘∫z4∫慧onda

　　　ケシ見学

　　ヒメシロ不

ヒメサノレダピコ

　　　コシロ不
　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

　　エソシロ不

　　　ヒメジソ

　　　ヤマジソ

　　　　　　　　　　　　　　　セキヤノアキチョウジ

！！．・R∫ノプ76即1郎Vahl　　　　　　　　ヤマハッカ

12．R肋〃zθゐαOhwi　　　　　カメバヒキオコシ

13．P読漉。葱αノ酬5　Makino　var．カ～♂θノ・〃，♂（ガ♂‘∫Ohwi

　　　　　　　　　　　　　　　　タカクマヒキオコシ

！4．Pz‘〃めノ’05z‘5　Makino

15．P＞9κノz8”αημ㎏αノ’ガ5　Linn．

　　　　var．原ZαcごπαNakai

16，5αん∫αブ‘ゆ。／zゴ‘αThunb．

17．　5，Zμ彦8∫ご8ノ．z∫Koidz．

　　　　var．乞7z彦ε1・〃～顧αMurata

18。5．アーαπ堵α〃どαノzαMakino

イヌヤマハッカ

　　　ウツボグサ

アキノタムラソウ

19．5α’診θ伽¶忽‘妙81ε漉π5Maxim．

20．3孟α吻5ノψo／z加Miq．　var．ごπ’βノブノ～磁αHara

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イヌゴマ

ナツノタムラソウ

ハルノタムラソウ

　　　ヒメナミキ



　　SCROI》HULARIACEAE　ゴマノハゲサ科
1，〃〃〃z（～ρ雇♂α58∬∫〃坦01・αBiume　　　　　キクモ

2．Mz溜5〃zゆθ薩Ma工｛ino　　ムラサキサギゴケ

3．」艶漉0μZαプな7で5砂口z鷹αL玉nn．　　シオガマギク

4，　8‘プ（4＞ゐz‘ZωぜαゐζτんZf晦ノ～∫∫∫Franch．

　　　　　　　　　　　　　　　　オオヒナノウスツボ

5．▽切ノz～‘ααノ℃8π5～∫Linn．

　　　　　　　　　　　　タチイヌノフグリ（帰化）

6．玩1η如z磁Naka量varψ8彦∫oZα’αNakai

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒメトラノオ

7．凱ノ）8欝なαPoiL　　オオイヌノフグリ（帰化）

　　　OROBANCHACEAE　ハマウツボ科
1．∠489加θ々α5fη8η5∫∫G．　Beck

オオナソバンギセル

　　　　GESN騒RIACEAE　イワタバコ科
1．　Coπαノπ”oη7僧α〃30／24ゴ。ゼ飽5　Sieb．　et　Zucc．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イワタバコ
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2．ゐ。ノ～’（冶”αブ妙。癖αzThunb．　　　　スイカズラ

3．聾伽1・π～〃π認躍α甜ノπThunb．　　　ガマズミ

4．靴8ノ’o∫～切3Thunb．　　　　　コパノガマズミ

5．玩ρZ加餌〃zThunb．　va・．オ。〃～召πオ・5z槻Miq．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤファマリ

6．V溶f帥oZ読∫Miq．　　　　　　　　　ゴマギ

7．1鞠∫98Zα漉ビω・αNakai　　　　　ニシキウツギ

　　　VALERIANACEAEオミナエシ科
1。．翫，ノゴπ如∫cα∂fo∫α（プbJ如Fisch．　　　オミナエシ

2．君かガ♂06αMiq．　var．」％♂〃～α彦αHara　キンレイカ

3．R面ZZo5αJuss，　　　　　　　オi・コエシ

　　　　DIPSACACEAE　マツムシソウ科

1．翫αう∫o∫αノ妙。η∫oαMiq．　　　　マツムシソウ

　　　　　CUC｛JRBITACEAE　ウり科

1．M8♂o’ゐ1漁ノ妙01漉αMaxim．　　　スズメウリ

2．7｝一～訪。∫酬♂ゐ85α‘α‘〃’α窃認∫Maxlm，

カラスウ夢

　　　LENTBU正ARIACEAE　タヌキモ科
！．1丑ノ’∫α‘Zαア8’αゴ妙。πfcαMak1no　　　　タヌキモ

2．σ．〃z認’硬∫2～o∫αMiki　　　　　ヒ出国ヌキモ

3．αツαた’‘5’〃～821∫ゴ∫Masam．ムラサキミミカキグサ

　　　PLANTAGINACEAE　オオバ調科

L迎α漉囎ηα∫忽略Linn．　　　　オオバコ

2．P♂αηα～oZα’αLinn．　　　　　ヘラオオバコ

　　　　　　RUBIACEAE　アカネ科

1．GαZ∫μ〃露1・α61姻宴）θノ祝πη3　A．Gray　ヨッバムグラ

2。G．’1ψ伽πLinn，　var．ろ’で吻β伽zα‘Zα如

　　　　Rege1　　　　　　ホソバノヨツバムグラ

3．Gη8／wπLinn，　var．α5∫α孟fαθπNakai

　　　　f．加繰06η∫80hw三　　　　カワラマソバ

4．姦8漉プ∫α50αノ漉ノz∫Merrill

　　　　var。〃3α力窃Hara　　　　　ヘクソカズラ

5．Aβκゴ（吻」じか∫ん8彦θr（ψ1リアZZαMaxim．

　　　　　　　　　　　　　　　シロバナイナモリソウ

6，Rπ玩ααんαηθNakai　　　　　　　　　アカネ

　　　CAPRIFOLIACEAE　スイカズラ科
ユ．　Aゐθだα宴》α〃zz冨α孟αSieb．　et　Zucc．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツクバネウツギ

　　　CAMPANURACEAE　キキョウ科
1．ノ1礁取4）1～01罵かψ1リノZZαA．　DC，

　　　　var・ブ4ρoノ～∫oαHara　　　ツジガネニソジン

2．Cα〃ψα欄♂αρz〃～6如孟αLam．　　ホタルブクロ

3。Lo加〃α6雇η81z5おLour。　　　　　　ミゾカクシ

4．ゐ認8∬だ⑳Z㍑Lamb．　　　　　サワギキョウ

5．1α礎y6040π9’w～♂ケ701wπA．　DC．　　キキョウ

　　　　　　　CO鍛POSITAE　キク科

1．∠4読∫♂Zθα勲力晦αLedeb。　　　ノコギリソウ

2．孟融ノzoごαz4Joπ飯〃’α♂αゴα‘ノμEdgew．　　　ノブキ

3．A〃めノη5忽α7勿〃’∫∫∫αげb〃αLinn．

　　　　var．θ♂α‘∫01・Desc．　　　ブタクサ（帰化）

4．孟ノz・ψ加！∫5〃3α7：望ノ伽。βαBenth，　et　Hook　f三1．

　　　　vaL翻g～‘∫〃07¶Nakai　　　ヤマ・・ハコ

5，A1≠6〃z∫∫∫αノ）ノぜηα4）5　Pampan．　　　　　　ヨモギ

6．孟．ノ妙。π比αThunb．　　　　　　オトコヨモギ

7．・4∫’8ノ’α9召1僧α彦。～漉∫Turcz．　var．　oτα甜5　Naka三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノコンギク

8．　温．6だノ230厚》んρ1＞1～ツZZπ∫Franch．　et。　Savat．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タテヤマギク

g．ノ1．ノ勉∫擁8’∫碗μ5FiSCユ上　　　　　　　ヒメシオン

10．Aπ∠9～‘Zo5μ∫Maxim．　　　　　サワシロギク
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11。A．5cα6θ7－Thunb．　　　　　　　　　シラヤマギク

12．β漉η5厩67”鷹αMerr。　et　Sherff

　　　　　　　　　　　　　　　　センダングサ

13．．B．ノ｝’o刀60∫αLinn．

　　　　　　　　　アメリカセンダングサ（帰化）

14．CIL7ツ∫α励6〃凄～‘〃呂〃威∫ノz・∫Matsum．　et　Nakai

　　　　　　　　　　　　　　　リュウノウギク
15．α7”∫加ノz｛が‘5～‘〃露Matsum．

16．Cブ＠07zガα切露DC．

17，C2z吻0刀∫α〃μMakino

　　　var．ゼノ～ω〃ψオz〃ノz王くitam．

　　　var．54ττoα4ζz8　Kitarn．

18．Cψど〃：卿8α如μMatSu獅．

19．C。　s∫εろoZ轟Miq．

20．C．如ηαたα6　Matsum．

21．E万982℃ηαノzπ2‘z‘3　Pers．

22．　E。∂o〃αノ脅ガ6π∫∫∫Linn．

23．E．6αノzα4θπ∫ゴ∫Linn．

24．E．少痂Zα漉砂1～∫α’5　Linn．

25．E，ρ∫α‘40碑πz‘π5　Makino

ホソエノアザミ

　　ノアザミ

　タイアザミ

ハコネアザミ

　フジアザミ

　　マアザミ

ノハラアザミ

　ヒメジョオン（帰化）

　アレチノギク（帰化）

ヒメムカシヨモギ（帰化）

　　ハルジオン（帰化）

　　　　　　　　　ヤナギバヒメジョオン（帰化）

26．E。5π〃エ磁？r8／z5∫5　Retz．

　　　　　　　　　　オオアレチノギク（帰化）

27．Ezψ鷹プ∫Zf刀z‘んカzθ7z∫8　Linn．

　　　var．∫珈4）Z飴4b伽ρノz　Kitam．　ヒヨドリバナ

　　　var．1～α々。ηθπ5θKitam．　　ハコネヒヨドリ

　　　vaL　5ζZCゐαZ∫ノZ8／256　Kitam．　ヨツノミヒヨドリ

28，E．　Zfη認¢）ノα7z瑚3　DC。　　　　　サワヒヨドリ

29．（かノノη～α5’θr5αη磁～8ノゴKitam．　　　ミヤマヨメナ

30．飾ノ屠5’｛ψ如妙’α如Bunge　　　キツネアザミ

31，　1箆～μα∫πZゼ。かzαLinn．　var．α∫∫α彦∫αz　Kitam．

　　　　　　　　　　　　　　　　　幽翠ンソウ
32。1セノ峻yαgZαゐノr8∫cθ刀3　Sc1レBip．

　　　　　　　　　　　　　ナガバコウヤボウキ

33．R56αノκ諭～∫Sch．一Bip．　　　　　コウヤボウキ

34．＆如∫惚5ブζψω～ゼα‘∫Maxim，　　　　　　フキ

35．Rcブな1磁；一αc’o∫漉∫Linn．

　　　var．　gZαゐr85ごθノz∫Ohw玉　　　　　コウゾリナ

36．乃でノz醐‘1z85α6θ1ガb♂∫αMatsum．　フクオウソウ

37．　5αz’∬♂〃・θαノπα記1ηzoτθ∫‘π～乞Herder

38●　　8　アzf勿。ノ～ゴ‘α　Miq．

　　　var．　gZαbプcsc8，～5　Kitam．

39．5．メ〉～‘あ1～θμαFisch．

40．ε．≠αηα肋8Franch．

41．＆ノ～8ごか。‘α7〃zαわゲb♂廊Less．

42，＆ノZα〃〃〃βκ∫Turcz．

　　　var。　gZαろフψZ加5　Cufo⊂1．

43．＆ρ～召1η痂Miq．

44．50々4αgo　9ど9’α～zご8αAit．

　　　var．1θ砂乃ッZZαFern．

ミヤコアザミ

　キソトキヒゴタイ

　　　ヒメヒゴタイ

セイタカトウヒレン

ハンゴソソウ

　コウリンカ

サワオグルマ

　　　　　　　　　　オオアワダチソウ（帰化）
45．　5㌃τカ9α一α∬アでα］しinn．

　　　var，α∫’磁∫ごαNakai　　　アキノキリンソウ

46．5yπz〃フ‘∫ノ｝z‘πgβ刀3　Kitam．　　　オヤマボクチ

47，7h1’α加α‘〃ψ1α砂。α1ψ～θπDahlst．

　　　　　　　　　　　　　　カソトウタンポポ

48．20が‘ノノ～α」8Weberセイヨウタンポポ（婦化）

3．　仙石原の分布種

　仙石原は！600年前より湿原化した歴史の浅い湿漂のため，泥炭層も発達が貧弱である。天然記

念物指定地内に僅かにミズゴケ群落が見られる以外は仙石原附近には認められないのは位置的な

こともあろうが湿原の年齢にも大きな関係があろう。仙石原では湿地の発達している場所は地下

水湧出地の小面積に限られていたため広域にわたって湿原となっている場所は，大原中央部のヨ

シーカサスゲ群落以外は小範囲の湿原が点在しているだけである。このため湧水地より流れる水

に侵食をうけた部分は凹地となって湿原化し，残された凸状地は乾性の草原となっている。従っ

て仙石原全体の分布種は比較的草原性のものが多く，湿地生の植物は約！7％にすぎない。これら
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の主な種類はおよそ次のとおりである。

　　湿地生植物

　　　砂面植物

　　　　オオミズゴケ

　　　羊歯植物

　　　　タニヘゴ

　　　種子植物

　　　　双子葉植物

　　　　ハンノキ，ヤノネグサ，ウナギツカミ，アキノウナギツカミ，ジュンサイ，ヒツジグサ，

　　　　イシモチソウ，モウセンゴケ，ヒメオトギリ，ミズオトギリ，ミソハギ，キカシグサ，

　　　　ミズキカシグサ，セリ，クサレダマ，ヌマトラノオ，アケボノソウ，イヌセンブリ，コ

　　　　シロネ，ケシロネ，エゾシロネ，シソクサ，キクモ，ムラサキミミカキグサ，タヌキモ，

　　　　ヘラオオバコ，サワギキョウ，サワシロギク，サワヒヨドリ，サワオグルマ。

　　　　単子葉植物

　　　　ヒメガマ，ミクリ，エゾノヒルムシロ，ササエビモ，ヘラオモダカ，アギナシ，チゴザ

　　　　サ，ヨシ，ツルヨシ，ナルコスゲ，ゴウソ，ハリスゲ，アゼスゲ，サギスゲ，フトイ，

　　　　シカクイ，ヤマイ，サンカクイ，ホタルイ，ホソイ，コイヌノハナヒゲ，コバギボウシ，

　　　　ヒルムシロ，オヒルムシロ，ノハナショウブ，ミズトンボ，ミズチドリ，トキソウ。

　一方天然記念物指定地内の主な植物は次のようなものである。

　　　蘇毒素物

　　　　ナオミズゴケ

　　　羊歯植物

　　　　タニヘゴ，ヒメシダ

　　　種子植物

　　　　マアザミ，アレチノギク，アメリカセンダングサ，ヒメジョオン，サワシロギク，ウメ

　　　　バチソウ，アキノウナギツカミ，アカバナ，エゾシロネ，ヒメシロネ，クサレダマ，ム

　　　　ラサキミミカキグサ，モウセンゴケ，ミズオ’トギリ，ヌマトラノオ，ヒメトラノオ，サ

　　　　ワギキョウ，チゴザサ，ヨシ，ススキ，トダシバ，オニスゲ，ゴウソ，ホタルイ，コイ

　　　　ヌノハナヒゲ，コバギボウシ，コオニユリ，ホトトギス，カキラン，トキソウ，ミズチ

　　　　ドリ，ミズトンボ。

　これらの中にはかなりの乾地生植物が見られる。また帰化植物のアメリカセンダングサ，オオ

ハンゴソソウ，ヒメジョオン，アレチノギクなどが生育している。オオハンゴンソウは繁殖力が

旺盛で，第一年次3本を発見した（1975）が二年次には56本，三年次には120本にふえたため全

部根こそぎ抜き取った所，翌年には1本も認められなかった。指定地外では隣接する地にオオア
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ワダチソウがかなり多量に生え，ゴルフ場周辺にはブタクサ，キヌガサギク，ハナガサギクなど

が近年目立つようになり水田放棄地にはアメリカセンダングサが多い。またがって牧場などに用

いていたシ戸ツメクサは今でも道路ぞいに見うけられ，出家で栽培されていたと思われるスズラ

ンもあったが消失したように思われる。

　さらに昭和30年前半まで見られたサギスゲは今はすでに見ることが出来ない。これは大原中部

のヨシを混えた植生の中に散生していた北方系の植物で，恐らく消失したものと思われる。

　さらに昭和34年夏まで確認出来たイシモチソウはその後見ることが出来なくなった。同様に食

虫植物であるタヌキモは昔は湿原の池などに広い範囲に生えていたとのことであるが，仙石原に

造成されるゴルフ場などの施設により生育場所を失い，今では自然分布は箱根カントリーゴルフ

場内の小池に僅かに残されるのみとなった。箱根町教育委員会では保存の要ありと見て町指定の

天然記念物として保護している。

　古い沢田の記録（1935）にあるヤマドリゼンマイは最近まで見i当らなかったが今年国見卓氏に

よって生育が確認された。ケハンノキと報じた林は民有地ながら健在である。また沢田が仙石原

で初めて発見採集したタカクマヒキオコシは発見当時は命名されず，高隈山での標本で後日命名

されたいきさつもある。現在この種は大原全般で見られ増えっっあるものと考えられている。

　一方植生上の変化を見ると指定地内では次のようなことがうかがえる（松浦・大場・菅原1977）。

　それによると指定地内では

　1。サワシロギクーアゼスゲ群落（チゴザサーアゼスゲ群集）

　2．　コイヌノヒゲ群落（イトイヌノヒゲ群落）

　3．　凶聞スゲーゴウソ群落（オニスゲ群落）

　4．　カサスゲ群落（カサスゲ群集）

が見られ，さらに下位単位に分けられている。これらは泥炭履の深さとの関係が大きくこれを図

式化するとFig．29のようになる。これによると水位の高い部分に本湿原の典型であるサワシロ

ギクーアゼスゲ群落が見られ，低下するに従ってコイヌノヒゲ群落一→オニスゲーゴウソ群落

一→カサスゲ群落と遷移してゆく。（）内は本島で整理された群落名を示す。

　過去の状態から現存椋生を比較した場合，環境の変化に伴い，群落の面積にも拡張，縮少が見

られる。土砂の流入やヨシの侵入は明らかにオニスゲーゴウソ群落や，カサスゲ群落を拡げ，典

型であるサワシ目貼クーアゼスゲ群落を縮めて行く。指定地からの水の流出口にあたる場所に土

のうを積み流出水を少くしたためか，近年ミズゴケ群落の生育地はやや拡大してきつつある。ま

た湧水地点近くに発達するコイヌノヒゲ群落は変化が少い。

　一方指定地外における植生系列は前にも述べたとおり15の群落が大まかに見出されている。こ

こも全般的に乾燥化が進み，サワシロギクーアゼスゲ群落内にミツバツチグリーススキ群落が侵

入し両者の移行型となっている所が多い。また有機物質の多い富栄養の場所ではイヌビエーアメ

リカセンダングサ群落に移行しつつある所も見られ，貧養で乾燥気味の破壊地にはミツバッチグ
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り一ススキ群落テンニンソウ下位群落から，ヒゲシバ群集，さらにワラビ下位群落からシバ群落

が認められるようになっている。

　これらの植生の遷移は何れも自然災害を除いて殆んとが人為破壊によるものであって土砂の流

λ，水質：・土壌の富栄養化は決して讃してはならない要困である。

　なお植生断面と主な種類の分布状況はFlg　29に示された。　　　　　　　　　　　（松浦）

　4．植生概観

　箱根仙石原は周囲を山地に囲まれ，芦ノ湖よりつつく湯熱川により深くきさまれた扇状地の一

隅に位置している。周辺の山々から流れ出た水は仙石原に流れ込み，劉水の悪い立地に湿原植生

を形成している。

　箱根仙石原の中央部に位置する国指定特別天然記念物箱根仙石原湿原植物群落・特別保護地域

には，杣石原湿原の縮図と考えられる湿原植生かモサイク状に生育している。低い鞍状地にはチ

コササーアセスケ群集や，カサスケ蕾集か地表水，地下水の流れにそって帯状に発達し，ヨシ群

落が指定地域の外に向かい，背の高い群落の面積を広げている。湿原周辺部は北部を除き小高い

難瀬瀬癒轟叢嚢熱熱驚
譲慧轟
　　　　　　　　　　　　　　　　　蕪響5二国㌧

嚢難

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　い

　　Flg　30　麟指定特別天然記念物指定地の仙石原湿原の一部，チコササーアセスケ群集，

　　　　　　　ヒメシダーチダケサシ群落が広い面積をおっている

　　　Em　Tell　dαvon　Kulturmlnlsterlum　des　Naturdenkmalquallflzlertcs　Sengokuhara　Nloor

　　　Dle　Isachno－Carエce亡um亡hunbergll　und　dle％めや’6〃～ρα～♂∠∫’〃～一ノ1∫’♂必6

　　　フノzκ20少1・メZα一Gesellschaft　slnd　hler　verbτeltet
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ススキ群落が発達している丘陵地てかこまれている。神奈川県下ては他にみられないイトイヌノ

ヒろ群落，オオミスコケ群落なとはわずかな面積てモサイク状にこの湿原内の西側凹状地に分布

している。

　麟指定特別天然記念物地域をとりまく伯石原地域は，県道沿いに台ケ岳の山麓部から続くスス

キ群落やシバ群落が広かり，県道てはさまれた湧水地より続く湿地帯がまわりこんで東洋郵船所

　　Flg　31仙石原湿原と台ケ岳のシテ林，ヒノキ植林及ひ山麓部のススキ群落．

Sengokuhara－Moor（vorne），ム4配αノ～〃z嶋5〃～6ノ～5～5－Wlese（M！tte）und　Clzωzα8のやα〃50伽5α一

Forst　mlt　Cαψ～ノ～‘，5孟561zoノ～o∫ん～らCZα¢卯。ノ・α．Bestand　auf　dem　Berg　Dalgatake（1，054　m　u　NN）．
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Flg。32　箱根仙石原の大部分の面積を占めているススキ草原

　In　Sengokuhara　vorherrschende　2㌧4ハ‘αノ～孟1躍5　～〃z8〃、，～一V㌧11ese

　　　鐡

譲講

　　　　Flg　33　箱根仙石原概観，ススキ草原と湿原植生か白くみえる

Uberslcht　uber　Sengo1くuhara　m　Hakone（ca　650～700　m　u　NN）ハ4ムωノzぬf～5〃～召〃～’5－Wlese

und　Moor
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有地のシバ群落，ススキ群落に隣接している。小高い丘陵地にはススキ群落が生育し，流水がみ

られる地表水や地下水が高い立地にはカサスゲ群集，チゴザサーアゼスゲ群集がみられる。その

中間部に比1咬的広い面積を占めるヒメシダーチダケサシ群落が発達している。さらに仙石原湿原

の周辺部には，北部に住宅地が広がり，シデ林，ケヤキ林，ヒノキ植林などがモザイク状にかこ

んでいる。また湯沢川の流水辺にはミゾソバ群集やツルヨシ群集などの河辺植生がみられる。周

辺の山地斜面は広くヒノキ植林地に利用されているが，台ケ岳，神山にはヤマボウシーブナ群集

でまとめられるブナ林が残存している。芦ノ湖周辺より山地山麓部にはケヤキ林（オオモミジー

ケヤキ群集）が比較的広い面積でみられる。仙石原北部壁に位置する金時山には頂上付近にヤマ

ボウシーブナ群集が狭い面積ながら残されている。崩壊斜面には，フジアザミーヤマホタルブク

ロ群集が島状に発達し，山麓部にはオオモミジーケヤキ群集が住宅地をかこむように生育してい

る。また斜面は広くスギ，ヒノキ植林でおおわれている。森と草原の調和が仙石原を特徴づけて

いる。一部仙石原西部はゴルフ場に利用されているシバ草地が広くみられ，冬季に黄色い単調な

最観を広げている。


